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岩手山東麓： 新火口側の南部富士景勝地、柳沢地区（滝沢市）にて （撮影:2025/04/27）,家族名入れの詩
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岩手山南麓： 小岩井北・柳沢間の牧場から開拓民牛舎や岩手山を望む （撮影:2025/04/27）,家族名入れの詩
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小岩井農場： 密航鉄道先人の井上勝（他、小野・岩崎）等が英国を偲び岩手山南麓に開拓した大農場 （撮影:2025/04/27）,家族名入れの詩
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御所湖畔： 雫石園地（県内有数のｿﾒｲﾖｼﾉの名所）から駒ヶ岳・御明神方面を望む （撮影:2025/04/27）,家族名入れの詩

望郷詩歌写真集 「御所湖/奥州御所跡・雫石・岩手南麓界隈」
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御所湖畔： 雫石園地（県内有数のｿﾒｲﾖｼﾉの名所）から岩手山を望む （撮影:2025/04/27）,家族名入れの詩
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御所湖畔： 御所小（戸沢藩中央の御所中跡の安庭小に南畑小・大村小が統合し開校）。児童数は1970年以前の1/7に。 （撮影:2025/05/01）, 家族名入れの詩
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御所湖： 戸沢岬 町場甚内跡(本家/紺屋)・熊野神社跡・安庭橋・野菊公園・元御所橋を望む （撮影:2025/05/01朝）, 家族名入れの詩
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望郷詩歌写真集 「御所湖/奥州御所跡・雫石・岩手南麓界隈」



ふ
る
さ
と
賛
歌

春
佳
日

ふ
る
さ
と
は
山
水
清
く

風
光

真
に
明
美
な
り

陽
風
は
万
物
に
入
り
て

湖
山

一
季
に
新
緑
と
化
す

里
の
春
は
佳
日
多
く

我
が
家
で
は
娘
生
れ
る

嬉
し
き
哉

無
事
に
安
堵
し

天
を
敬
い
恵
寿
を
祈
る

時
流
れ
て
子
育
て
も
遼
か

一
粒
万
倍
の
春
の
佳
き
日

巣
立
つ
娘
に
節
目
を
学
び

家
内
安
全

健
勝
祈
る

古
希
迎
え

旅
路
遥
か
に

大
河
の
素
も
ひ
と
雫
か
ら

望
郷
募
り

竹
馬
の
景
追
い

故
き
愛
に
感
謝
を
捧
ぐ

清
川
史
聞

ふ
る
さ
と
賛
歌

春
佳
日

ふ
る
さ
と
は
山
水
清
く

風
光

真
に
明
美
な
り

陽
風
は
万
物
に
入
り
て

湖
山

一
季
に
新
緑
と
化
す

里
の
春
は
佳
日
多
く

我
が
家
で
は
娘
生
れ
る

嬉
し
き
哉

無
事
に
安
堵
し

天
を
敬
い
恵
寿
を
祈
る

時
流
れ
て
子
育
て
も
遼
か

一
粒
万
倍
の
春
の
佳
き
日

巣
立
つ
娘
に
節
目
を
学
び

家
内
安
全

健
勝
祈
る

古
希
迎
え

旅
路
遥
か
に

大
河
の
素
も
ひ
と
雫
か
ら

望
郷
募
り

竹
馬
の
景
追
い

故
き
愛
に
感
謝
を
捧
ぐ

清
川
史
聞

拡がる県都盛岡： 災害で鬼も不来方だった街から廃都跡/御所湖の朝霧と雫石盆地口を望む （撮影:2025/05/01早朝）, 家族名入れの詩

望郷詩歌写真集 「御所湖/奥州御所跡・雫石・岩手南麓界隈」



ふ
る
さ
と
賛
歌

春
佳
日

ふ
る
さ
と
は
山
水
清
く

風
光

真
に
明
美
な
り

陽
風
は
万
物
に
入
り
て

湖
山

一
季
に
新
緑
と
化
す

里
の
春
は
佳
日
多
く

我
が
家
で
は
娘
生
れ
る

嬉
し
き
哉

無
事
に
安
堵
し

天
を
敬
い
恵
寿
を
祈
る

時
流
れ
て
子
育
て
も
遼
か

一
粒
万
倍
の
春
の
佳
き
日

巣
立
つ
娘
に
節
目
を
学
び

家
内
安
全

健
勝
祈
る

古
希
迎
え

旅
路
遥
か
に

大
河
の
素
も
ひ
と
雫
か
ら

望
郷
募
り

竹
馬
の
景
追
い

故
き
愛
に
感
謝
を
捧
ぐ

清
川
史
聞

ふ
る
さ
と
賛
歌

春
佳
日

ふ
る
さ
と
は
山
水
清
く

風
光

真
に
明
美
な
り

陽
風
は
万
物
に
入
り
て

湖
山

一
季
に
新
緑
と
化
す

里
の
春
は
佳
日
多
く

我
が
家
で
は
娘
生
れ
る

嬉
し
き
哉

無
事
に
安
堵
し

天
を
敬
い
恵
寿
を
祈
る

時
流
れ
て
子
育
て
も
遼
か

一
粒
万
倍
の
春
の
佳
き
日

巣
立
つ
娘
に
節
目
を
学
び

家
内
安
全

健
勝
祈
る

古
希
迎
え

旅
路
遥
か
に

大
河
の
素
も
ひ
と
雫
か
ら

望
郷
募
り

竹
馬
の
景
追
い

故
き
愛
に
感
謝
を
捧
ぐ

清
川
史
聞

望郷詩歌写真集 「御所湖/奥州御所跡・雫石・岩手南麓界隈」

御所湖畔： 南岸広場から奥州御所屋敷町跡（将軍/君/刑部/寺の各屋敷・筏奉行・集落等）を望む （撮影:2025/05/01朝霧消滅直後, 川口/清川）, 家族名入れの詩



ふ
る
さ
と
賛
歌

春
佳
日

ふ
る
さ
と
は
山
水
清
く

風
光

真
に
明
美
な
り

陽
風
は
万
物
に
入
り
て

湖
山

一
季
に
新
緑
と
化
す

里
の
春
は
佳
日
多
く

我
が
家
で
は
娘
生
れ
る

嬉
し
き
哉

無
事
に
安
堵
し

天
を
敬
い
恵
寿
を
祈
る

時
流
れ
て
子
育
て
も
遼
か

一
粒
万
倍
の
春
の
佳
き
日

巣
立
つ
娘
に
節
目
を
学
び

家
内
安
全

健
勝
祈
る

古
希
迎
え

旅
路
遥
か
に

大
河
の
素
も
ひ
と
雫
か
ら

望
郷
募
り

竹
馬
の
景
追
い

故
き
愛
に
感
謝
を
捧
ぐ

清
川
史
聞

雫石駅東のE6系こまち： 幼少期の国鉄橋場線がJR田沢湖線に､SLが気動車に新幹線電車に､東京間7時間が2時間半に… （撮影:2025/05/01夕方）,家族名入れの詩

ふ
る
さ
と
賛
歌

春
佳
日

ふ
る
さ
と
は
山
水
清
く

風
光

真
に
明
美
な
り

陽
風
は
万
物
に
入
り
て

湖
山

一
季
に
新
緑
と
化
す

里
の
春
は
佳
日
多
く

我
が
家
で
は
娘
生
れ
る

嬉
し
き
哉

無
事
に
安
堵
し

天
を
敬
い
恵
寿
を
祈
る

時
流
れ
て
子
育
て
も
遼
か

一
粒
万
倍
の
春
の
佳
き
日

巣
立
つ
娘
に
節
目
を
学
び

家
内
安
全

健
勝
祈
る

古
希
迎
え

旅
路
遥
か
に

大
河
の
素
も
ひ
と
雫
か
ら

望
郷
募
り

竹
馬
の
景
追
い

故
き
愛
に
感
謝
を
捧
ぐ

清
川
史
聞

望郷詩歌写真集 「御所湖/奥州御所跡・雫石・岩手南麓界隈」



ふるさと賛歌

春 佳 日
ふるさと賛歌

春 佳 日 写真集：pdf

抜粋写真：jpeg

望郷詩歌写真集 「御所湖/奥州御所跡・雫石・岩手南麓界隈」
春佳日 … 家族名入れの詩 ： 1994～2025より

清川史聞 / 川口 清 JRIPEX:日本鉄道国際技術士事務所 総代表
Simon Kiyokawa / Kiyoshi Kawaguchi 在京雫石町友会幹事、在京盛岡広域産業人会等会員、立川市在住

BGV挿入曲: 早春賦/ｽﾄﾘﾝｸﾞ･ｴﾏｿﾝ 撮影：2025年4月27日,5月1日, 初版：同年5月7日, 更新：同年5月11日

同BGV：MP4


